
認め合いができる学級集団を育てる支援の工夫
～『きらきらカード』を中心とした構成的グループエンカウンターの実践を通して～
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研究の概要

本研究では「認め合い」とは、児童一人一人が自分自身について知り、級友のよさに気付いて「みん
なちがって、みんないい」と互いに認め合って、自分の居場所が学級の中にあることと考えた。児童
は様々な個性をもっている。その個性を互いに認め合いながら、まとまりのある学級集団として、す
べての児童が学習に取り組み楽しく学校生活をおくってほしいものである。そのために、自己理解や
他者理解を目的とした構成的グループエンカウンター（ＳＧＥ）を実践した。さらに、自分を知り級
友のよいところを知るための『きらきらカード』に取り組ませることを通して、児童の自己肯定感を
高めて児童にとって居場所がある学級集団を育てる支援を行った。

実践内容

成果と課題

Ｃ＆Ｓ質問紙の結果と担任の見取りで、学級の実態を把握して、児童や学級の実態にあった支援を行うことを考
えた。学級活動でのＳＧＥへの取組で、学級内の児童同士の結びつきが深まり学級の交友関係が広がった。級友の
よさに気付き、学級への所属意識も高まったことが見られた。帰りの会で行った『きらきらカード』によって、級
友のよいところに目が向けられ、認め合いがある雰囲気が見て取れた。
Ｃ＆Ｓ質問紙の結果では、学級全体の児童の自己肯定感も高まり、学級の雰囲気もよいと感じる児童が増え、児

童にとって居場所のある学級になってきていることが分かる。今後も認め合いができる活動を続け児童の実態に合
わせて見直していく必要がある。

☆ 学級活動

ー自己理解・他者理解
をねらいとしてー

・サイコロトーキング
（ 9月 １回実施）
・自分への手紙
（9月 １回実施）

・なんでもバスケット
（10月 ２回実施）

・４つのコーナー
（11月 １回実施）
・○○といえば
（11月 １回実施）
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５月に実施したＣ
＆Ｓ質問紙の結果に
よると、本学級には、
自己肯定感が低い児
童がいて、学級の雰
囲気がよくないと感
じている児童がいる
ことが分かる。この
ため本学級では、こ
れらの児童を含めた
すべての児童が、級
友のよさを認め合っ
て、「みんなちがっ
て、みんないい」と
思える学級づくりが
必要と考えた。

５月実施のＣ＆Ｓ質問紙
11月実施のＣ＆Ｓ質問紙

ＳＧＥ

11月実施のＣ＆Ｓ
質問紙の結果による
と、児童の自己肯定
感が高められ、学級
の雰囲気がよいと感
じる児童が増えたこ
とが分かる。学級に
居場所がなかったあ
る児童は、級友から
絵が得意なことをほ
められて快く級友の
ため絵を描く姿が見
られた。認め合いが
できる学級になって
きた。

☆ 帰りの会

ー自己肯定感を高める
ことをねらいとしてー

・きらきらカード 9月
（自分や級友について知る）

・きらきらカード10月
（自分や級友の優しさに気
付き、級友との関わりをふ
り返る）

・きらきらカード11月
（自分や級友のよさを知り、
認め合いができるよう
にする）

－シェアリングでの児童の発表－

「みんなでやると楽しい」（なんでもバスケット）

「このクラスになってよかった」（なんでもバスケット）

「体育ではばとびが、じょうずにできた」（自分への手紙）

「給食当番のしごとをいつも手伝ってくれる人と言えば、

Ａ君！」 （○○といえば）

－『きらきらカード』に児童が書いた文章－

「給食当番で、いつも一番さいしょにはこんでくる
のをがんばっていたね」(きらきらカード 9月)

「どんなときも、やさしく話してくれる｣
(きらきらカード 10月)
｢絵がじょうずで、かきかたを教えてくれるすごい
です」 (きらきらカード 11 月)

「みんなちがって、
みんないい」


